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文
献
紹
介

『
教
会
の
社
会
教
説
綱
要
』（
教
皇
庁
正
義
と
平
和
評
議
会
、
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ

ル
訳
、
二
〇
〇
九
年
）
を
読
ん
で

瀬
　

本
　

正
　

之

　

『
教
会
の
社
会
教
説
綱
要
』
英
語
版
（Pontifical C

ouncil for Justice 

and Peace, C
O

M
P

E
N

D
IU

M
 O

F
 T

H
E

 SO
C

IA
L

 D
O

C
T

R
IN

E
 O

F
 T

H
E

 

C
H

U
R

C
H

, L
ibreria E

ditrice Vaticana, R
eprint A

pril 2005

）
の
頁
を
開
い

た
の
は
二
〇
〇
五
年
の
若
葉
芽
吹
く
頃
で
あ
っ
た
。
入
手
し
た
の
は
同
年
四

月
の
リ
プ
リ
ン
ト
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
公
表
さ
れ
た
の
は
ほ
ん
の
半
年
前
、

二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
五
日
で
あ
る
。
そ
の
日
か
ら
『
綱
要
』
は
私
の
座
右
の

書
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
六
年
四
月
三
〇
日
付
『
教
皇
庁
社
会
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
（T

he 

Pontifical A
cadem

y of Social Sciences

）E
X

T
R

A
 SE

R
IE

S 

八
号
』
に
よ
れ

ば
、
公
表
後
わ
ず
か
一
年
半
で
、
す
で
に
、
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
、
ク
ロ
ア
チ

ア
語
、
セ
ル
ビ
ア
語
、
ア
ル
バ
ニ
ア
語
、
さ
ら
に
は
、
韓
国
語
、
中
国
語
に
訳

さ
れ
て
い
る
。
世
界
中
、
特
に
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ

で
歓
迎
さ
れ
た
よ
う
だ
。
世
界
各
地
で
多
種
多
様
な
観
点
か
ら
『
綱
要
』
の
発

表
・
研
究
が
な
さ
れ
る
中
、
殊
に
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
共
産
主
義
政
権
下
の
教
会

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
、
ロ
シ
ア
で
は
正
教
会
と
の
交
流
の
さ
ら
な
る
深
化
を

も
た
ら
す
機
縁
と
な
り
得
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に「
対
話
の
書
」

で
あ
る
。

　

本
書
は
、
そ
の
名
の
通
り
「
綱
要
」
と
は
言
う
も
の
の
、
先
述
の
英
語
版
で

も
、
本
文
三
〇
〇
頁
強
、
索
引
部
約
二
〇
〇
頁
、
計
五
〇
〇
頁
を
上
回
る
大
部

で
あ
る
。
邦
訳
な
ら
、
さ
ら
に
嵩
張
る
こ
と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

事
項
索
引
は
実
に
豊
富
で
あ
る
。
引
照
文
書
索
引
は
、
聖
書
は
勿
論
、
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
に
至
る
諸
公
会
議
の
教
令
、
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
教
説
に
は
欠

か
せ
な
い
現
代
諸
教
皇
（
レ
オ
一
三
世
～
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
）
の
文
書
、

『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』
や
『
カ
ト
リ
ッ
ク
新
教
会
法
典
』、
教
皇

庁
諸
機
関
や
教
会
著
述
家
た
ち
の
文
書
、
そ
し
て
、『
国
連
憲
章
』
等
、
国
際

法
の
条
文
、
と
網
羅
的
で
あ
る
。
本
『
綱
要
』
は
、
単
に
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
社
会
的
な
教
え
」
の
羅
列
で
は
な
く
、「
公
共
的
議
論
に
開
か
れ
組
織
的
研

究
に
耐
え
得
る
神
学
的
反
省 reflectio theologica

の
総
合
的
提
示
」
と
し
て

企
図
さ
れ
た
。
教
会
の
内
外
を
問
わ
ず
、
政
治
的
な
右
か
左
か
に
終
始
す
る
言

語
使
用
に
封
じ
込
め
ら
れ
勝
ち
の
現
代
人
に
と
っ
て
、最
良
の
「
神
学
的
著
作
」

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
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二
五
年
を
越
す
在
位
期
間
中
に
三
つ
の
社
会
回
勅―

『
働
く
こ
と
に
つ
い

てL
aborem

 E
xercens 

』（
一
九
八
一
年
）『
真
の
開
発
と
は Sollicitudo R

ei 

Socialis 
』（
一
九
八
七
年
）『
新
し
い
課
題 C

entesim
us A

nnus 

』（
一
九
九
一

年
）―

を
も
の
し
た
前
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
が
、
ア
メ
リ
カ
の
司
教
た

ち
か
ら
の
提
言
を
取
り
上
げ
、
教
皇
庁
正
義
と
平
和
評
議
会
に
託
し
た
と
さ
れ

る
『
綱
要
』
作
成
は
、
完
成
ま
で
五
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
本
書
の
如
き
性
格

か
ら
見
て
、
教
会
史
上
初
め
て
の
類
の
テ
キ
ス
ト
編
集
作
業
だ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
す
べ
て
の
人
格
と
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
社
会
的
善
を
促
進
す
べ
く
、
激

し
く
急
速
に
変
化
す
る
社
会
的
現
実
の
只
中
で
「
時
の
し
る
し
」
を
見
定
め
、

福
音
に
根
差
し
た
社
会
的
応
答
を
可
能
に
す
る
普
遍
的
原
理
を
明
ら
か
に
し
、

現
時
点
で
の
主
要
な
社
会
問
題
へ
の
福
音
的
指
針
を
示
す
、
と
い
う
課
題
は
生

易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
本
書
公
表
に
際
し
て
教
皇
庁
正
義
と
平
和
評
議
会
会

長
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
枢
機
卿
が
述
べ
た
一
言
「
識
別
か
ら
生
ま
れ
、
識
別
そ
の
も

の
で
あ
り
、
識
別
を
目
標
と
す
る
教
え
」
は
至
当
で
あ
る
。

　

各
論
部
分
（
第
二
部
）
で
「
家
庭
」
か
ら
「
労
働
」「
経
済
」「
政
治
」「
国

際
関
係
」「
環
境
保
全
」
を
経
て
「
平
和
」
へ
と
説
き
及
ぶ
『
綱
要
』
の
包
括

的
な
問
題
意
識
と
系
統
的
な
探
求
姿
勢
は
、
原
論
部
分
（
第
一
部
）
で
展
開
さ

れ
る
原
理
的
考
察
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。「
神
の
似
姿im

ago D
ei

」
と

し
て
創
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
打
ち
立
て
ら
れ
得
る
「
人
間
の
（
超
越
的
な
起
源

か
つ
目
的
を
有
す
る
）
尊
厳
」
そ
の
も
の
が
一
挙
に
要
求
す
る
五
つ
の
社
会

的
な
「
原
理
」（
共
通
善com

m
on good

／
物
財
の
普
遍
的
用
途
性universal 

destination of goods

／
補
完
性subsidiarity

／
参
与participation

／
連
帯

solidarity

）
と
、
そ
れ
ら
と
不
可
分
に
結
ば
れ
た
三
つ
の
社
会
的
な
「
基
本
価

値
」（
真
理
／
自
由
／
正
義
）
が
説
き
起
こ
さ
れ
る
。
私
た
ち
人
間
が
、自
ら
を
、

共
に
、
最
上
の
意
味
で
人
間
た
る
に
値
す
る
も
の
と
な
し
得
る
超
越
根
拠
、
原

理
、
基
本
価
値
、
そ
の
す
べ
て
が
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
、
そ
の
「
十
字
架

の
死
」
に
至
る
ま
で
、
地
に
落
ち
て
実
を
結
ぶ
一
粒
の
麦
と
な
っ
て
現
実
に
歩

ん
で
見
せ
た
「
愛
の
道
」
に
よ
っ
て
、
確
か
な
希
望
を
帯
び
た
「
い
の
ち
の
招

き
」
と
し
て
迫
っ
て
く
る
。

　

『
綱
要
』
は
、
序
文
の
中
で
、
自
ら
が
拠
っ
て
立
つ
こ
の
よ
う
な
人
間
肯
定

の
思
想
を
、
そ
の
「
真
正
性authenticity

」
の
確
信
を
も
こ
め
、「
連
帯
的
な

全
一
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ムan integral and solidary hum

anism

」
と
表
現
し

た
。
そ
の
中
身
は
、伝
統
あ
る「
神
学
的
人
間
論theological anthropology

」を
、

「
人
間
に
対
す
る
神
の
愛
の
計
画
」
へ
の
信
頼
か
ら
湧
き
出
る
勇
気
を
も
っ
て
、

現
代
の
問
題
状
況
に
晒
し
続
け
る
対
話
の
中
で
、
産
み
の
苦
し
み
を
伴
い
な
が

ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
手
堅
い
「
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学C

hristian 

anthropology

」
を
土
台
と
す
る
現
代
の
「
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

C
hristian hum

anism

」
そ
の
も
の
で
あ
る
。


